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海と山に囲まれた自然色豊かな朝日町。古くより人々が生活するための環境にも恵まれてい

たためか、「朝日町はどこを掘っても遺跡がある」という話がよく聞かれます。その言葉通り、

当町では海山問わず、いたる所にあらゆる時代の遺跡が確認されています。

今回調査を行なった『柳田遺跡』は、町内を流れる「小川」と「黒部川」の新旧扇状地の接

点に位置し、地元でも昔から縄文時代の遺跡が存在すると伝えられる場所の一角です。

周辺には国指定史跡『不動堂遺跡』をはじめ、扇状地沿いに多くの遺跡が存在しており、一

帯が縄文時代に繁栄をみせていたことがつぶさにわかります。

朝日町内で発見される遺構の特徴の一つに『工房跡』があげられます。宮崎・境海岸線沿い

で拾うことのできる「翡翠」や「蛇紋岩」等を使用した石器類を製作する場として、縄文時代

では『境A遺跡 (遺物の一部が国指定重要文化財に指定)』 ・『明石遺跡』、古墳時代では『浜

山玉つくり遺跡』が有名です。

『柳田遺跡』は、昭和47年度のほ場整備により、大半は消失したと考えられていました。し

かし、今回の調査区は遺跡自体の保存状態が良く、「工房跡」の確認には至りませんでしたが、

縄文土器をはじめ多くの未成品石斧や攻状耳飾が発見されました。さらに興味深いことに、長

野県産の黒曜石や、東北産の頁岩で製作された石鏃も確認されています。

これらの発見からみて、「工房」のルーッや当時の交流・交易の経路を辿る上でも、『柳田遺

跡』は今後重要な役割を担う遺跡であるということは間違いないといえるでしょう。

おわりに、この調査並びに報告書作成にあたり、ご協力を頂きました地元住民の方々及び富

山県埋蔵文化財センターをはじめとする関係各位に厚く御礼申し上げます。

平成15年 2月

朝 日 町 教 育 委 員 会

教 育 長  木 村 正 嗣



例 言

1  本書は富山県下新川郡朝日町柳田地内に存在する柳田遺跡の発掘調査報告書である。

2  調査は主要地方道朝日宇奈月線地方特定道路改良事業に先立ち、朝日町教育委員会が実

施した。

調査費用は富山県入善土木事務所が負担した。

3  調査事務局は朝日町教育委員会事務局生涯学習係におき、生涯学習係長水島康彦が調査

事務を総括した。また、調査・遺物整理に当たり、朝日町シルバー人材センター及び、地

元住民の方々の協力を得た。

4  調査期間  平成14年 5月 2日 ～ 6月 28日

調査面積  433ポ
5  試掘調査・発掘調査担当者は、次の通りである。

試掘調査  平成11年 12月 9日

本 調 査  平成14年 5月 2日 ～ 6月 28日

担 当 者  (財)朝 日町文化・体育振興公社 文化財保護主事  匂坂 友秋

文化財保護主事  越間 瑞穂

6  資料の整理、本書の編集・執筆は、富山県埋蔵文化財センター職員、魚津市教育委員会

麻柄一志氏の指導・助言を得て、文化財保護主事匂坂友秋・越間瑞穂が行なった。また、

遺物・資料整理及び本書の作成において、次の方々からご指導助言をいただいた。記して

誠意を表したい。

魚津市教育委員会       麻柄一士
′しヽ

富山県埋蔵文化財センター   斉藤 隆 高稿真実 越前慶祐

金沢市埋蔵文化財センター   南 久和

富山県教育委員会文化財課   高梨清志

7  本誌の挿図・写真図版の表示は次の通りである。

(1)方位は真北、水平基準は海抜高である。

(2)遺構の表記は次の記号を用いた。溝 iSD 穴 :SK
(3)挿図の縮尺は等倍・ 1/2・ 1/3・ 1/4、 第 6・ 7図のみ70%縮小とした。

(4)写真図版の遺物の縮尺は等倍・ 1/2に統一した。

8  土色の色名については、1997年後期版「新版 標準土色帖」に準拠した。

9  調査区は作業の進行上、区内を流れる用水を中心として I区・ Ⅱ区に分けて調査を行なっ

た。

10  出土品及び、記録資料等は、朝日町教育委員会が保管している。
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第 1・ 2図 遺跡の位置 と周辺の地形 (S=1/50,000)

位置 と周辺の遺跡

富山県朝 日町は新潟県 との県境に位置する。今回の調査地「柳田遺跡」は朝 日町大家庄の柳

田地区に所在する。町内は小川 (2級河川)を挟み北東側が小川の扇状地、南西側が北アルプ

ス連邦か ら流れ出る黒部川 (1級河川)の 旧扇状地によって形成されている。

調査地は標高約48mで、小川 と黒部川による新旧扇状地のちょうど接点の部分にあたり、さ

らに小河川が扇状地内を流れるため、わずかな起伏が見 られ、当遺跡 も小川支流の山合川左岸

の微高地に位置 している。

周辺の代表的な遺跡には、国史跡「不動堂遺跡」をはじめ、「不動堂北遺跡」「下山新遺跡」

(以上朝 日町)、 同 じ旧扇状地上には「坪野遺跡」 (入善町)、 「愛本新遺跡」「風野遺跡」 (以上

宇奈月町)な どの時代を同 じくした縄文遺跡が並ぶ。 このことか らも、縄文時代前期～晩期に

かけて、 この黒部川旧扇状地帯は、数多 くの縄文文化が栄えた土地であったと推測できる。

他に、朝 日町内における同時期の縄文時代の遺跡 として代表的なものは、宮崎・境海岸平野

沿いの山麓地形面に存在する「境 A遺跡」「馬場山遺跡群」「明石 A遺跡」「浜山遺跡」であろう。

今回の調査区と出土遺物の種類にも深 く関係する遺跡が山麓面に隣接 していると考えられる。

遺跡の時代は、上記にあげた中心 となる縄文時代の他に、遺跡の西方約300mの 地に石室を

備えた「柳田中世古墓」の存在 も確認されている。今回の調査においても、中世の珠洲壺が発

見されており、縄文時代だけではな く、中世においても人々の営みがあったことが鮮明に映 し

出されたことになろう。

同 じく中世の遺跡としては宮崎・境海岸平野沿いに「境関跡」「境堂田遺跡」「宮崎塚田遺跡」

(と もに製塩遺跡 )、 県内最古の山城「宮崎城址」などが中世の繁栄を色濃 く表 している。

玉造 りの里 としても知 られる海辺の工房 と台地の工房。 これ らはどこか らきてどのように文

化を広め、交流を深めて生活を していたのだろうか。「柳田遺跡」 はその足跡を辿ることので

きる貴重な遺跡であることは間違いないであろう。

表 2 周辺の主な遺跡年代
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Ⅱ 調査に至る経緯

平成11年度に、富山県入善土木事務所において、主要地方道朝 日宇奈月線地方特定道路改良

事業が実施されることとなった。 この拡幅予定地が埋蔵文化財包蔵地である柳田遺跡の範囲内

にあたるため、富山県教育委員会文化財課 と朝 日町教育委員会の協議の結果、平成11年 12月 に

事前調査として試掘調査を行なった。

試掘調査の結果 (第Ⅳ章参照 )、 遺構・遺物の出土状況などか ら、調査区西狽1に遺跡の範囲

が拡がっていることが確認された。

そのため、平成14年 5月 より、試掘調査区西側の道路拡幅予定地に当たる部分約433∬の本

調査を行なうこととなった。

鵬

辺 の



Ⅲ 調査の概要

1.調査の方法

発掘調査は、調査区内の建設物の撤去後、遺物がかなり表土に出土 していることが予想され

たため、最初に踏査による遺物採集・確認を行なった。

その後バ ックホウによる表土除去を行 ない、 10mご との基本杭を設置 し、その杭に基づき

2m× 2mの グリットを設け、それを基準 とした。基本杭は国家座標に基づいて起点を設定 し、

座標軸は南北をX軸 。東西をY軸 に設定 した。

調査は、表土除去後は人力による掘削作業を行ない、遺構 。遺物・土層等の確認を し、後 日

整理作業を行なった。

さらに、ベル トコンベアにより排出 した土中においても、作業期間中に遺物の取 り残 しがな

いか再度点検作業を行なった。

2.地形・立地

この調査区は、朝 日町大家庄の柳田地区に存在 し、 2級河川小川の支流にあたる山合川左岸

標高約48mの微高地にあたる。周辺の縄文遺跡「不動堂遺跡」や前回までの調査などで確認さ

れた出土遺物の種類、また「柳田遺跡」の西方約300mに 位置する「柳田中世古墓」の存在な

どか らも、「柳田遺跡」は縄文か ら中世にかけて広 く栄えた遺跡 として位置づけられている。

ただこの地区は昭和47年か ら始まったほ場整備などにより、遺跡の大部分が削平・ 消滅 した

と考え られていた。

しか し、今回の調査区は住宅・畑地等 として使用されていたため、遺構 は、縄文時代の層に

中世の層が重なる形で、住宅跡の一部を除き、比較的良好な状態で現存 していた。

3.基本層序

調査区内の用水を挟んで、東西により弱冠土質の違いは見 られたが基本的には、表土 (耕作

土・盛土)を除き、 3層確認できた。かなり上部の層 (表採・第 1層)か らも遺物が多量に確

認されたが、遺構の検出にまでは至 らない。 これは田畑地などの利用によるものと考え られる

だろう。中世 も縄文時代の遺物 もともに、 2層・ 3層か ら主に確認されている。 このことより

遺物包含層は第 2層か ら第 3層であろうと考え られる。遺物の出土状況などか ら判断すると、

2層が縄文時代の主な生活面ではないかと推測できる。 (写真図版参照 )

海抜 は47.61mか ら49。64mを測 り、 1層か ら 3層 までの深 さは約40cmか ら約200cmで ある。

建設物等により、一部撹乱が見 られる。

なお、調査区内を流れる用水を中心 として、調査区を作業の進行上、 I区・ Π区に区別 した

が、基本的に時代・遺跡の種類等の大 きな差はない。同一期の遺跡 といえるだろう。

内訳は以下の通 りである。

表 3 柳田遺跡基本層序

土  層 色  相 土色・土質 備  考

表  土 10YR4/2 灰黄褐色粘質土

1   耀彗 10YR4/1 褐灰色粘質土

2 層 10YR3/3 暗褐色粘質土
遺物包含層3 層 10YR2/1 黒褐色粘質土

地  山 10YR5/4 にぶい黄褐色粘質土



4.遺構

(1)I区
a 縄文時代の遺構

S D02 X3～ 6、 Y6～ 8に位置 し、東西に流れる溝である。幅約 2m、 深 さは最深部で

約 lmを測 る。 S D01に切 られているが、さらに調査区西側に延びると考えられる。覆土は、

遺物包含層の黒褐色粘質土である。前期末葉の上器、攻状耳飾 1点が出上 した。

SK■ X6～ 8、 Y8～ 10に位置 し、長軸約 2m、 短軸約 1.4mの 楕円形を呈 し、深 さ約

0.2mを 測る。前期末葉の上器、石皿 1点が出土 した。

S K12 X5～ 7、 Y8～ 10に 位置 し、直径約 2m、 深さ約 lmを測る円形の土坑である。

覆土は遺物包含層である黒褐色粘質土で、前期末葉の上器が遺物整理箱 (37cm× 60cm)で 3箱

分出上 した。 この土坑か ら多 くの土器 と磨製石斧未成品 3点、砥石 1点が出土 したため、遺物
の廃棄坑 として使われていたと考えられる。

S K13 X6～ 8、 Y9～ 11に 位置 し、長軸約 2m、 短軸約 lm、 深さ約0.2mの 楕円形を

呈する。前期末葉の土器が出上 した。

S K37 X4～ 6、 Y4～ 6に位置 し、長軸約 2.8m、 短軸約2.3m、 深さ約 0。 lmの隅丸長方

形を呈する。前期末葉の土器、磨製石斧未成品 1点が出土 した。

S K91 調査区南東に位置する土坑である。長軸約0,8m、 短軸約0.4m、 深さ約 0。4mの楕円

形を呈する。前期末葉の土器が出土 した。

S K121 X8、 Y8に位置 し、直径約 0。 2m、 深 さ約 0。2mを測る円形の土坑である。 この上

坑を半裁 した西側か ら磨製石斧未成品が 3点出土 した。

なお、X8～ X10の間は家屋の池跡の部分にあたり、遺構の遺存状態は、良好ではなか った。

b 中世の遺構

S D01 調査区東端を南北に流れる溝である。幅約 3m、 深さ約0.5mを測 り、
/TC土 は遺物

包含層の黒褐色粘質土である。出土遺物には、中世の珠洲焼・土師質土器・縄文時代前期末葉

の土器・ 石器があるが、縄文時代の遺物は、溝を掘削 した後に混入 したものと考えられる。 こ

の溝の年代は、出土 した遺物か ら判断 し、鎌倉時代か ら室町時代にかけてのものと考え られる。

S K57 先述 した S D01底面で検出した円形の上坑で、直径約 0。3mを測 る。 S D01の掘削

後に作 られたと考え られる。 この遺構か ら底部を上向きにした状態で珠洲焼第Π期の双耳壼が

出土 した。遺構の直径 と壺の大きさがほぼ同一であるため、意図的に埋蔵 したものであると考

えられる。

S K20。 S K68 調査区南端の S D01底面で検出 し、SK20は直径約 1.5m、 深さ約 0。 3m、 S
K68は 直径約0.3m、 深さ約 0。3mを測る。遺構検出面の20cmほ ど上面で、石組遺構を確認 した。

この中には、磨製石斧未成品を転用 したものが 2点含まれる。石組遺構 とS K20・ S K68と の

関わりが予想される。

その他の上坑 10基の土坑を S D01底面で検出 した。 ほとんどの土坑は、直径約0.3m、 深

さ約0.3mを測る。遺物は出土 していない。

(2)Ⅱ 区

Ⅱ区では、中世の遺構は検出されず、縄文時代の遺構のみ検出 した。

S K01 調査区南西端で検出した。一部調査区外に延びるため、正確な規模は不明であるが、

直径約 lmの 円形を呈すると考えられる。前期末葉の上器・磨製石斧未成品が 2点出土 した。

X7か らX13の 間において自然地形 と考え られる悟鉢状の深さ約0.5mの窪みを確認 した。

この間では、多数の土器が出土 したため、 I区の S K12同様、 Ⅱ区の S K34・ S K35な どこの

一帯は、遺物の廃棄場所であったと考えられる。



5.遺物

今回の調査で出土 した遺物は、縄文時代前期末葉の土器・石器類を中心に珠洲焼・土師質土

器などの中世の遺物 と合わせ、遺物整理箱で62箱分である。中世の遺物は、出土量が少なく整

理箱 1箱分である。今回の調査で主体をなす縄文時代前期末葉の遺物は、土器が整理箱46箱、

打製石斧・ 磨製石斧・石皿・砥石・映状耳飾・ 石鏃などの石製品は整理箱で15箱分である。

なお、調査は調査区中央に用水が流れていたため、 I区 とⅡ区に分けて行なったが、出土遺

物・遺構か ら判断 し、時代・遺構の性格に差異 はほとんど認められない。そのため、 I区 とⅡ

区の遺物を一括 して記述する。

(1)土器

a 縄文土器

遺物整理箱で46箱分出土 した。昭和49年に実施 した前回の調査では、前期末葉か ら晩期まで

の遺物が確認 されたが、今回の調査で出土 した土器は、前期末葉の土器のみである。先述 した

S K12(I区 )力苫ら整理箱 3箱分、 S K34・ S K35(Ⅲ 区)か ら整理箱で 3箱分 出土 した。そ

れ以外は、 ほとんどが遺物包含層か ら出土 した。

出土 した土器を文様や形態により、大 きく5つ に分類 した。

第 1類  (第 10図  1～ 13)

口縁部に口縁に平行なつまみ出しによる微隆起線文を施す。胴部の文様には羽状縄文を施す

もの (1～ 12)と 沈線で直・曲線を施す もの (13)が ある。形態は、胴部か ら口縁部にかけて

緩やかに外反する。今回の調査で出土 した土器のうち、最 も古い一群 と考え られ る。

第 2類  (第 10図  14～ 32)

外反する口縁部か ら胴部にかけて無文地上に結節状浮線文 (14～ 29)や結節状沈線文 (30～

32)を施す。口縁の形態には、平縁の口縁 と波状口縁 (18・ 19・ 25)が ある。

第 3類  (第 11図  33～ 61)

口縁部に鋸歯状文を施 し、胴部には縄文地上に結節状浮線文 (33～ 51)を施す。結節状浮線

文の他に半隆起線による渦巻文を施す ものがある (54～ 61)。 口縁端部には、小突起を付ける

土器 (33～37)や、細い粘土紐を付着させた土器 (38～ 41)が見 られる。52・ 53は 口縁部に半

隆起線文を施 し、端部に粘土紐を付着 させる。

第 4類  (第 11・ 12図 62～ 73)

口縁部に鋸歯状文は施されず、縄文地上 に結節状浮線文を施す。口縁形態には、頸部で屈曲

し、外反気味に延びるもの (62・ 63)、 端部が直立するもの (64)、 さざ波状口縁を持つ もの

(65・ 66)、 平縁状口縁のもの (67～ 69)、 上半が内湾するもの (71)、 波状口縁のもの (72・ 73)

がある。

第 5類  (第 12図  74～ 85)

縄文地に結節状浮線文を施 し、細い粘土紐を貼 り付ける。口縁部の形態には、上端が直立す

るもの (74・ 75)、 さざ波状口縁のもの (76)、 波状口縁のもの (84)な どが見受 けられる。

その他の土器  (第 12図 86～ 91)

86は高台付土器である。内外面に磨 き調整が施 され、体部には赤彩が一部残 る。 日常的に使

用されたものではな く、特別な時に使用されたものと考え られる。87・ 88は浅鉢である。87は

口縁が直線的に延び、口縁端部は内屈する。端部には、粘土紐の貼 り付けによる文様が施され

る。88は 口縁が内湾気味に延びる。文様は施 されない。

b 中世の上器  (第 12図 92～ 98)

遺物整理箱で 1箱分出上 した。土師質土器 (92～ 94)、 珠洲焼 (95～98)が中心 となる。主

にS D01(I区)と その覆土か ら出土 した。その他の遺構か ら出土 した遺物には、 S D01底部

で検出された S K57(I区 )の珠洲焼の双耳重 (98)が ある。珠洲焼第 Ⅱ期の もので、口径8,8



cm・ 高さ22.5cm・ 底部 8 cm・ 胴部の最大径は16.7cmを 測る。 口縁端部の一部を欠損 しているが、

ほぼ完形の状態で出土 した。他の珠洲焼には、甕・悟鉢があり、第Ⅳ期～第V期のものである。

(2)石器

今回の調査では132点の石器類が出土 した。石鏃 15点・ 打製石斧 3点・ 磨製石斧76点・ 凹石

3点・砥石18点・石皿 1点・ 叩石 2点・ 攻状耳飾12点・垂玉 1点・ 石匙 1点がその内訳で、主

に遺物包含層である黒褐色粘質土層か ら出土 した。その他にヒスイの原石 4点・水晶の剥片 2

点・玉髄の剥片 8点 。鉄石英の剥片 8点・多 くの蛇紋岩の剥片・蛇紋岩の原石を加工 したもの・

黒曜石の剥片がある。

a 石鏃  (第 13図  1～ 15)

15点出土 したが、その内訳 は完形品 5点 (1～ 5)、 欠損品 6点 (6～ 11)、 未成品 4点 (12

～15)で ある。遺構内か ら出上 したものは、SK02(I区)出上の石鏃 1点 (9)の みである。

完形品は全て凹基無茎鏃で、石材は黒曜石 2点 (1～ 2)、 ハ リ質安山岩 1点 (3)、 頁岩 1点

(4)、 鉄石英 1点 (5)である。欠損 している石鏃の石材 は、 6～ 9は黒曜石製で 6～ 8は凹

基無茎鏃、 9は凸基有茎鏃である。10は メノウ製の平基有茎鏃である。 11は鉄石英である。未

成品 4点の石材は、黒曜石 2点 (12・ 13)・ メノウ 2点 (14・ 15)である。 15は被熱痕が見受

けられる。

b 石匙  (第 13図 16)
1点出土 した。遺物包含層か ら出土 したもので、石材は鉄石英である。柄の主軸 と刃部が直

交する横形石匙である。刃部 は、両側面か ら調整が施される。刃部には光沢があり、使用 され

た痕跡を見ることができる。

c 映状耳飾  (第 14・ 15図  17～ 28)

12点出土 した。完形品はな く、全て欠損品である。遺構か ら出土 したものは、 I区 S D01

(22)・ I ttS D02(23)・ I区 S K02(24)の 計 3点である。形態は、樋口清之氏分類のA
類 (矩形、24～ 28)と B類 (楕円形、 17～ 23)が見受けられる。石質は、 A類では蛇紋岩 3点

(24・ 27・ 28)・ 滑石 1点 (26)・ 不明 1点 (25)、 B類では蛇紋岩 3点 (17～ 19)・ 滑石 4点

(20～ 23)である。20は先端の欠損部分が磨かれており、垂玉 としての利用を試みたものと考

えられる。

d 垂玉  (第 15図 29)
1点出土 した。滑石製で長 さ 2 cm・ 幅0.5cm・ 上部中央には約 2 mmの 穿穴が施される。

e 玉未成品  (第 15図  30)
石質は不明であるが、灰黄褐色の石の片面を研磨 した玉の未成品である。

f ヒスイ原石  (第15図  31・ 32)

ヒスイ原石は 4点出土 したが、その内 2点を図示 した。31は端部の一部を打ち欠 き、32は片

側側面 と下部を打ち欠 く。今回の調査では、 ヒスイの玉類 は発見されていない。

g 蛇紋岩加工品  (第15図  33・ 34)

33は蛇紋岩を 3方向か ら研磨 し、加工を施す。34は扁平な蛇紋岩の表裏に擦切 り痕を残す。

h 打製石斧  (第 16図 35～ 37)

完形品 2点 (35。 36)・ 未成品 1点 (37)が出土 した。石材は砂岩を使用 している。 I区の

遺物包含層か ら出上 した。完形品 2点 は撥型を呈 し、36は長 さ28cm・ 幅8.3cm、 37は長 さ15。 5

cm・ 幅6.5cmで ある。未成品は上部 と下部が欠損する。

i 凹石  (第 16図 38～40)

3点出土 した。石材は砂岩である。長さ約 7 cmの 大 きさのもの (38)と 長さ 5 cmの 大 きさの

もの (39・ 40)が ある。



j 叩石  (第 16図 41042)
2点出土 した。石材は蛇紋岩 (41)と 砂岩 (42)である。

k 磨製石斧  (第 17～19図 43～ 67)

76点出上 した。原石を剥離 したもの 7点・未成品23点・製作段階で破損 したもの29点・完形

品 3点・ 完形品で欠損 したもの14点がその内訳である。石材は蛇紋岩を使用 している。磨製石

斧の大 きさは、未成品・完形品・完形品で欠損 したもの40点のうち、大形 (長さ10cm以上のも

の)20点・ 中形 (長さ 8 cm前後)11点・小形 (6 cm未満)9点 である。その中で欠損品及び未

成品を叩石 として利用 したものが 3点あるが、その内 2点を図示 した (48・ 44)。 45は特殊な

石斧 と考えられる。軟玉製で頭部は欠損するが、刃部の形成は行われない。石斧 としての使用

よりも、祭祀等特別の目的で使用されていたと考えられる。46・ 47は小形の完形品、48は中形

の完形品である。57～67は遺構か ら出土 した磨製石斧である。57～59は S K12(I区 )力】ら出

土 した未成品で、原石を剥離 したもの (57)・ 剥離、敲打 したもの (58)・ 剥離、敲打、研磨

したもの (59)がある。60・ 61は、中世の遺構であるS D01内 (I区)の石組遺構で利用され

た未成品である。62は S K37(I区 )力�ら出土 した未成品である。63～ 65は S K121(I区 )

か ら出土 した未成品である。原石を剥離 したもの (63)と 剥離、敲打、研磨 したもの (64・ 65)

がある。66・ 67は S K01(Ⅱ 区)か ら出土 した未成品である。原石を剥離、敲打 したもの (67)

と剥離、敲打、研磨 したもの (66)がある。

1 砥石  (第 19図 68・ 70)

砥面が、平坦かなだらかに窪むものを砥石とした。18点出土 したが、その内 2点を図示 した。

石材は、花南岩 1点・砂岩17点である。大きさは大形 (長 さ20cm以上)7点・ 小形 (長 さ10cm

前後)11点である。遺存状態では、大形の砥石 2点が完形品で、その他は欠損品である。遺構

か ら出土 した遺物は、68(Itt SK12)の みである。小形砥石の欠損品のうち 1点 (68)は、

凹石 として利用 している。68・ 70と もに砂岩である。

m 石皿  (第 19図 69)
中央が全体的に窪むものを石皿 とした。 1点のみである。砂岩製で S Kll(1区)か ら出土

した。

n その他の剥片

図示はしていないが、水晶の剥片 2点・鉄石英 8点・ 玉髄 8点・黒曜石218点を確認 した。

その内二次加工のある剥片は、水晶 1点・玉髄 4点・ 黒曜石101点である。



Ⅳ 柳田遺跡試掘調査

柳田遺跡は古 くより、縄文時代か ら中世の遺跡 として広 く知 られている。

平成11年 12月 、主要地方道朝 日宇奈月線地方特定道路改良事業に伴い、範囲に係る柳田遺跡
の有無、依存状況を確認するため、試掘調査を実施 した。

今回の調査区は、主要地方道朝 日宇奈月線地方特定道路改良事業部分、東側隣接地に当たる。

調査の方法は、調査対象面積約400雷中、道路を挟んで東西に 1本ずつ トレンチを設定 し、重

機及び人力により、地表面から約50cm～ 70cmに 堆積する地山まで掘 り下げ、遺構・遺物等の依

存状況を確認 した。

調査の結果、 lT内 にて遺構 と縄文土器 3点が出土。 2T内か らは遺構は確認されなかった

が、縄文土器が100点以上 と石器の剥片が 1点出土 した。

以上のことか ら、遺跡の範囲は調査区西側に延びている事が予測できたため、本調査の範囲

は、試掘調査範囲の道路を挟んだ西側の道路拡幅予定部分 とすることに決定 した。

表 4 過去の柳田遺跡発掘調査一覧

番号 年 代 調査法 遺跡の年代 遺跡の種別 主な出土遺物

1948 本調査 中世 古墓 石室 人骨

① 1974

試掘調査

本調査

縄文前期
～中世

縄文―住居跡

中世―土坑・溝

縄文 縄文土器 (前・中・後・晩期)

石器 (打、磨製石斧・擦石・石錘・映状耳飾・垂玉他)

中世 珠洲 e土師質土器・鉄釘・土製品 (メ ンコ・滑車
形耳飾・土偶)

②

③

1991

7・ 8月
試掘調査

(第 1・ 2期 )
縄文 。中世 。近世 集落跡 縄文土器・石器・陶磁器 。土製品他

④
４∩

υ
∩
υ 試掘調査 縄文 集落跡 縄文土器 。珠洲

⑤ ⑥
浴
υ

∩
υ

∩
υ 試掘調査 縄文 。中世 。近世 集落跡 縄文土器

⑦
∩
υ

∩
υ

∩
υ 試掘調査 縄文 。中世 。近世 集落跡 縄文土器 。石器・陶磁器

③
（
υ

（
υ 試掘調査 縄文 。中世 集落跡 縄文土器・石器剥片・珠洲・土師質土器・翡翠原石・玉製品

第 5図 柳田遺跡過去調査区位置図

①E召 和19年度試掘 本調査
②③平成3年度試親調査
④ 6年度試掘調査
⑤⑥8年度試掘調査
① ll年 度試掘調査
① 13年度試掘調査

2001年度(③)試掘調査出土遺物



V まとめ

前章で述べた調査結果を要約 し、今回の調査のまとめとする。

1 柳田遺跡は、縄文時代 と中世の遺跡 として知 られている。昭和49年の発掘調査では、縄文

時代前期から晩期の土器・中世の珠洲焼等の遺物が出土 した。

2 今回の調査で主体 となる縄文時代前期末葉の遺構では、遺物の廃棄坑 と考え られるSK12

(I区 )、 SK34・ 35(Ⅲ 区)の他、溝や土坑を検出したが、住居跡等は検出できなかった。

中世の遺構 は、SD01(I区)と 、その底面で検出された土坑のみである。なお、平成14

年度の試掘調査の結果か ら、中世の遺構は西側に拡がっているものと考えられる。

3 出土 した縄文土器は、遺物整理箱で46箱分である。全て縄文時代前期末葉の土器である。

遺物量が多いため、今回の調査区周辺に人々が居住 していたと考えられる。

4 石製品では多 くの磨製石斧の未成品が出土 した。柳田遺跡においても磨製石斧を製作 して

いたと考えられる。

石鏃では信州産 と考えられる黒曜石、岐阜県で採取されるハ リ質安山岩、東北地方で採取

される頁岩を確認 した。他の地域 との交流を行なっていたことが推測できる。

ヒスイの原石は 4点出土 した。打ち欠いた痕跡を見ることはできるが、加工品や工房跡 と

考えられる遺構は発見されなかった。現時点で『縄文時代前期末葉にヒスイの玉類を製作 し

ていたか』ということについて明確な答えを出すことはできない。

攻状耳飾は12点出土 した。樋口清之氏分類のA類 とB類にあたる。

縄文時代の遺構・遺物包含層か ら前期末葉以外の上器が出土 していないこと、他の遺跡で

出土 した攻状耳飾の形態等により、縄文時代前期末葉に柳田遺跡で製作されたと考えられる。

5 朝 日町で縄文時代に攻状耳飾を製作 した遺跡は、 この他に前期初頭の明石 A遺跡が挙げら

れる。玉作 りの遺跡では、縄文時代中期にヒスイの玉類を製作 した境 A遺跡・馬場山遺跡群、

滑石製の勾玉や管玉などを製作 した古墳時代の浜山玉つ くり遺跡などがある。 (2P 第 2

図参照)

このように朝 日町では、縄文時代か ら古墳時代にかけて玉作 りを行なう集団が居住 してい

たであろうことが色濃 く分かる。
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